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GSモバイルを使用する



GSモバイル

１：メイン 管理者設定メニュー画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2：管理者設定画面を表示する
「プラグインマネージャー」をクリックします。

１．プラグインマネージャーでWEB APIを有効にする
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GSモバイル

3：管理者設定[プラグインマネージャー]画面を表示する
WEB API　「アクセス権変更」ボタンをクリックします。
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GSモバイル

4：管理者設定[プラグイン使用制限]画面を表示する
プラグイン使用制限情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると、プラグイン使用制限確認画面に遷移します。

5：管理者設定[プラグイン使用制限確認]画面を表示する
「確定」ボタンをクリックすると登録が完了します。

管理者を選択します。

ユーザ選択方法については

「etc01_ユーザ選択マニュアル」をご確認ください。
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GSモバイル

デフォルトの設定では「GSモバイル」は有効になっていますが、なんらかの理由で無効とした場合、
以下の手順で有効にすることができます。

１：メイン画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2：管理者設定画面を表示する
「プラグインマネージャー」をクリックします。

２．プラグインマネージャーでGSモバイルを有効にする
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GSモバイル

3：管理者設定[プラグインマネージャー]画面を表示する
GSモバイルが未使用プラグインに表示されている場合、「使用」をクリックします。
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GSモバイル

4：管理者設定[プラグインマネージャー]画面を表示する
右側の「システム内使用プラグイン設定」にGSモバイルが表示されていれば使用可能です。
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GSモバイル

モバイルの使用設定は、ユーザごとの個別設定とモバイル使用一括設定の２パターンあります。

１：メイン画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2：管理者設定画面を表示する
「ユーザマネージャー」をクリックします。

３．モバイル使用を可にする（個別登録）
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GSモバイル

3：管理者設定[ユーザマネージャー]画面を表示する
モバイル使用権限を付与するユーザを選択し、「修正」ボタンをクリックします。
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GSモバイル

4：管理者設定[ユーザマネージャー(修正)]画面を表示する
モバイル使用情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると、ユーザ追加確認画面に遷移します。

モバイル使用を、可に設定します。

個体識別番号によるアクセス制限を行うかどうかの

設定。

個体識別番号によるアクセス制限については、

本マニュアル、「5. 個体識別番号によるアクセス制

限を行う」を参照してください。
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GSモバイル

5：管理者設定[ユーザマネージャー(修正確認)]画面を表示する
「確定」ボタンをクリックすると登録が完了します。

モバイル使用が可に設定されているこ

とを確認します。
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GSモバイル

１：メイン画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2：管理者設定画面を表示する
「モバイル使用一括設定」をクリックします。

４．モバイル使用を可にする（モバイル使用一括設定）
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GSモバイル

3：管理者設定[モバイル使用一括設定]画面を表示する
モバイル使用情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると、モバイル使用一括設定確認画面に遷移します。

4：管理者設定[モバイル使用一括設定確認]画面を表示する
「確定」ボタンをクリックすると登録が完了します。

モバイル使用対象者を選択します。

ユーザを指定する場合は、指定ユーザを選択しま

す。

ユーザ選択方法については

「etc01_ユーザ選択マニュアル」をご確認ください。
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GSモバイル

個体識別番号について
個体識別番号とは、GSモバイルアプリが生成する、それぞれの端末に固有の番号です。
GSモバイルアプリでログインが行われた際に、端末の個体識別番号を参照し
登録された番号以外からのアクセスを拒否します。
個体識別番号によるアクセス制限を行うことで、セキュリティを高めることができます。

1：個体識別番号を確認する
GSモバイルログイン画面で、「個体識別番号」をタップすると、個体識別番号が表示されます

5.　個体識別番号によるアクセス制限を行う
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GSモバイル

ログイン後も設定画面から個体識別番号を確認できます。
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GSモバイル

2：個体識別番号を管理者ユーザに送る

「管理者へ送る」をタップすることで、端末のメールソフトが起動します。
ユーザIDと個体識別番号が本文に記載されたメールが作成されますので、
管理者ユーザのメールアドレスを入力して、送信してください。
※送信された個体識別番号の登録方法に関しては後述します。

クリップボードへコピー

「クリップボードへコピー」をタップすると、個体識別番号がクリップボードへコピーされ、
識別番号を貼り付けることができるようになります。
コピーした個体識別番号を用いて、任意の方法で管理者ユーザにお伝えください。
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GSモバイル

3：メイン 管理者設定画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

4：ユーザマネージャーにアクセスする
「ユーザマネージャー」をクリックします。
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GSモバイル

5：管理者設定[ユーザマネージャー(修正)]画面を表示する
個体識別番号を用いたアクセス制限を行うユーザを選択し、「修正」ボタンをクリックします。
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GSモバイル

6：個体識別番号を登録する
モバイル使用項目を編集し、ユーザから送られた個体識別番号を登録します。
モバイル使用情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると確認画面に遷移します。

初回ログイン時に個体識別番号を自動で登録する
「初回ログイン時に個体識別番号を自動で登録する」を有効にすると、
初回ログイン時に個体識別番号を自動で登録します。

この設定が有効になっている場合、個体識別番号は
「個体識別番号1」欄に設定されます。
2つ以上の端末を登録したい場合は、手動でご入力ください。

モバイル使用を可に設定します。

「個体識別番号でログインを制御する」

にチェックを入れます。

ユーザから送られた個体識別番号を入力します。

最大3端末まで登録可能です。

18 / 22 



GSモバイル

7：登録内容を確認する
登録内容を確認し、
「確定」ボタンをクリックすると登録が完了します。

モバイル使用が可に設定されているこ

とを確認します。

個体識別番号でログインを制御する、が

選択されていることを確認します。

入力した個体識別番号に間違いがない

か確認します。
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GSモバイル

モバイル使用一括設定を編集することで、個体識別番号によるアクセス制限を一括で設定可能です。

１：メイン 管理者設定画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2：モバイル使用一括設定画面にアクセスする
「モバイル使用一括設定」をクリックします。

補足1．個体識別番号によるアクセス制限を一括で行う
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GSモバイル

3：管理者設定[モバイル使用一括設定]画面を表示する
モバイル使用情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると、モバイル使用一括設定確認画面に遷移します。

4：設定内容を確認し、設定を登録する
設定内容を確認し、「確定」ボタンをクリックすると登録が完了します。

モバイル使用対象者を選択します。

ユーザ選択方法については

「etc01_ユーザ選択マニュアル」をご確認ください。

「可」を選択します。

「個体識別番号でログインを制御する」

にチェックします。

(任意)

「初回ログイン時のみ個体識別番号を自動で登録する」にチェック

します。

個体識別番号によるアクセス制限を一括で行う際も、

個体識別番号の登録はそれぞれのユーザごとに行う必要があります。

※「初回ログイン時のみ個体識別番号を自動で登録する」設定のみを用いて

個体識別番号を登録する際は、不要になります。
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GSモバイル

個体識別番号が登録されていない端末からアクセスした場合は、以下の画面が表示されます。

補足2．個体識別番号によるアクセス制限で拒否された場合の画面
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